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研究要旨 

 プロラクチン(PRL)分泌異常症 (PRL 分泌亢進症および分泌低下症)において既存の診断

基準の問題点を明らかにし、改定案、重症度分類を作成した。本改定案、重症度分類の公表

に向け、さらなる検討を行う予定である。 

 

 

Ａ．研究目的 

    プロラクチン (PRL)分泌異常症 (PRL 

分泌亢進症および分泌低下症)において既

存の診断基準の問題点を明らかにし、改定

案を作成する。その上で臨床調査個人票お

よび重症度の見直しを行う。 

 

Ｂ．研究方法 

    既存の間脳下垂体機能障害に関する調

査研究班により作成されたPRL分泌異常症

の診断基準について最新文献、欧米の診断

基準を参考に改定案を作成した。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

    PRL分泌亢進症 主症候では男女共通

項目の追記、検査所見では各施設での基準

値の違いを考慮したPRL上昇の判定基準の

変更を行った。重症度分類では治療を踏ま

えた記載に変更した。 

PRL分泌低下症 検査所見では各施設での

基準値の違いを考慮したPRL低下の判定基

準の変更を行った。 

 

Ｄ．考察 

最新文献、欧米の診断基準を踏まえ、既

存の診断基準の問題点をできる限りした修

正した案となり、臨床調査個人票の修正に

有用であると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

  プロラクチン分泌亢進症および分泌低

下症)において主要項目（主症候、検査所見）、

鑑別診断、診断基準、重症度分類を作成した。

今後公表に向けさらなる検討を行う予定で

ある。 

 

Ｆ．健康危険情報 
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